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着任のご挨拶

副院長　田中　賢一

　大阪府済生会中津病院より2022年4月に赴任してまいり
ました。
　1988年に高知医科大学を卒業し、同年、神戸大学第一
外科(現食道胃腸外科)に入局、関連病院にて研鑽を積み、
現兵庫県立がんセンター、神戸大学医学部附属病院、済
生会中津病院とがん拠点病院にて食道がん、胃がん、大
腸がんといった、消化管がんの手術を中心に診療してま
いりました。外科領域では拡大手術の時代が終わり、低
侵襲、機能温存手術が中心の時代となっています。さら
に、ロボット支援手術も適応が拡大され、全国的な流れ
となっています。低侵襲の定義は様々ですが、手術にお
いては、痛みが少なく、出血が少なく、手術時間が短い
ことが重要と考えます。機能温存については、術後の早
期回復と社会復帰につなげることが重要と考えます。若
年者に対する機能温存と高齢者に対する機能温存は目標
が異なると考えます。
　社会の高齢化とともに、患者様も高齢化し、さらに心
疾患、内分泌疾患など基礎疾患を有する方も増加してい
ます。病気の進行度とともに体力、健康状態を総合的に
考慮した治療計画が望まれます。術前にご本人、ご家族
と治療計画についてよく相談することが重要です。個人
の状況によっては、手術を回避する選択も必要です。手
術以外の化学療法や症状緩和等、総合的な治療が求めら
れます。また、退院後の在宅療養を含めた支援も必要で
す。前任地でのこれらの経験を活かし、当院でも患者様
の予後と早期復帰を目指し、共に治療を行っていきたい
と考えています。微力ながら頑張りますので、よろしく
お願い申し上げます。



　2022年4月1日、令和４年度の入職式を昨年同様ホテル日航姫路光琳の間で
執り行いました。今年度は、医師２名、看護師17名、薬剤師1名、診療放射線
技師1名、理学療法士5名、作業療法士5名、言語聴覚士1名、社会福祉士1
名、管理栄養士2名、メディカルクラーク2名の合計37名が新たに入職し、東
理事長より「皆さんには【今あなたに必要な病院へ】というミッションのも
とで自身の夢を実現するとともに当院を将来に向かって繋いで欲しい」と挨
拶があり、一人ひとり辞令を受けました。また、新入職員を代表して薬剤師
の茶畑沙央里さんが「何事も基礎が大切であることを喩えた【木は本から】
という言葉を心に留めながら日々の業務に励みたい」と力強く謝辞を述べら
れました。入職式終了後、2日間にわたり オリエンテーションが行なわれ、
東理事長の講演、金丸病院長の講義の他、病院の概要、医療安全や感染対
策、接遇マナー、個人情報保護や防災訓練等の研修をし、 医療の現場で働く
為の基礎となる知識や心構えを学び、医療従事者としての一歩を踏み出しま
した。

令和４年度の入職式を行いました！



河村三重子様より、「ぜひ病院で役立ててほしい」と車いすを5台寄贈し
ていただきました。患者様のニーズに添った機能性の高い車いすであ
り、とても扱いやすい仕様となっていて職員一同大変喜んでいます。

小西　吉裕新任医師
紹介

神経内科
こにし よしひろ

車椅子を寄贈していただきました

はじめまして。小生、ご縁があって、この4月1日より姫路中央病院神経内科
常勤医として着任致しております。何卒よろしくお願い申し上げます。
神経内科専門医資格を取得後、1989年、小学生時代からの夢であった基礎
研究の道に方向転換し、二度の米国留学（シカゴ大学、アリゾナ州サンヘル
ス研究所）を含め、国立精神・神経センター神経研究所、滋賀医科大学など
でアルツハイマー病の分子病態の研究に従事して来ました。その後、国立病
院機構鳥取医療センターから、「うちに臨床研究部ができる。その土台を作

って欲しい。そのために5年間で良いから鳥取に来て欲しい。」と依頼を受け、2004年度から鳥取へ赴任
しました。当時、まさに浦島太郎の状況で、胃ろうを始めて見て驚き、また医療連携室、感染制御チー
ム、栄養サポートチームや褥瘡チームの介入など、コメデイカル・スタッフを含めたチーム医療の普及に
目を見張り、臨床研究部長として診療、研究（臨床研究＋基礎研究）と、まさに二足の草鞋を履く状態で
ありました。
こうしていつの間にか定年退職を迎えてしまい、神奈川県川崎市の小田急沿線にある自宅に戻る前に、幸
運にも姫路に途中下車し、単身赴任ですが、1989年時点で止まっていた臨床神経学を再開する最高の機会
を得ましたこと、感謝いたしております。初心に返り、精一杯頑張る所存であります。よろしくお願いい
たします。

大切に使わせていただきます



外来担当表



病院・クリニック


